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て
い
く
。

問　

帰
還
に
向
け
て
20
㎞

圏
内
の
住
宅
な
ど
、
リ

フ
ォ
ー
ム
が
多
く
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
今
ま
で

数
回
特
例
宿
泊
も
認
め
ら

れ
て
き
た
。
現
在
の
20
㎞

圏
外
で
補
助
対
象
に
な
っ

て
い
る
手
す
り
の
取
付

や
、
段
差
解
消
等
の
改
修

に
係
る
補
助
支
援
を
、
20

㎞
圏
内
に
対
し
て
も
実
施

問　

20
㎞
圏
内
の
帰
還
目

標
を
28
年
４
月
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
帰

還
に
向
け
て
、
行
政
区
ご

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、

市
民
一
人
一
人
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
話
を
聞

く
機
会
を
実
施
す
る
考
え

が
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

帰
還
目
標
時
期
に
向

け
て
は
、
各
行
政
区
で
抱

え
て
い
る
課
題
が
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
と
考
え
る
。
懇

談
会
を
開
催
し
、
行
政
区

の
意
見
を
聴
取
し
、
不

安
、
課
題
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

問　

各
行
政
区
ご
と
の
懇

談
会
を
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
家
庭
の
帰
還
に
向

け
た
正
確
な
情
報
が
見
え

て
く
る
。
来
年
度
は
。
そ

の
よ
う
な
時
期
で
あ
る
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　

積
極
的
に
行
政
区
長

と
連
携
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
懇
談
会
を
進
め

す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

答　

平
成
28
年
４
月
の
帰

還
目
標
時
期
が
近
づ
い
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
住
環

境
の
整
備
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の

周
知
や
情
報
の
提
供
を
図

り
、
積
極
的
に
改
修
費
用

の
補
助
を
実
施
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

質問を終えて
　20㎞圏内帰還目標時期
まで、１年５ヶ月。それま
で除染が終了するのかが課
題。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

帰
還
に
向
け
た
市
か

ら
の
情
報
発
信
は

❷ 

一
部
処
分
出
来
な
い

産
業
廃
棄
物
の
処
理
は

❸ 

仮
設
住
宅
後
地
の
地

権
者
要
望
へ
の
対
応
は

雇用増加が見込まれる地元企業（原町区）

補助で設置した手すり（原町区）

り
、
こ
れ
ら
の
税
制
優
遇

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
企
業
誘
致
に
努
め
て
い

く
。

問　

原
発
被
災
者
の
避
難

生
活
の
長
期
化
や
移
転
に

よ
る
転
出
な
ど
で
、
農
地

や
農
業
用
水
路
な
ど
の
維

持
管
理
が
困
難
な
状
況
で

あ
り
、
今
後
の
農
地
等
の

保
全
や
不
耕
作
農
地
に
対

し
て
懸
念
し
て
い
る
方
々

が
多
く
い
る
。
今
後
の
取

問　

原
発
事
故
の
影
響
に

よ
り
、
家
族
と
離
れ
、
多

く
の
若
者
が
本
市
を
離

れ
、
他
の
地
域
で
働
い
て

い
る
。
帰
還
す
る
に
は
、

若
者
が
魅
力
が
持
て
る
企

業
の
誘
致
が
必
要
と
考
え

る
が
、
取
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

若
者
の
帰
還
促
進

に
、
長
期
的
に
事
業
継
続

が
で
き
る
企
業
で
あ
り
、

安
定
的
成
長
が
見
込
ま

れ
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ

る
先
進
的
な
技
術
を
持
っ

た
企
業
の
誘
致
に
努
め
て

い
る
。

問　

原
発
被
災
地
域
で

あ
り
、
特
別
地
域
と
い
う

状
況
を
ふ
ま
え
、
税
の
減

免
や
電
気
料
金
の
軽
減
等

の
対
応
を
国
に
求
め
な
が

ら
、
企
業
に
対
し
て
優
遇

策
に
よ
る
誘
致
等
が
必
要

で
あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
法
並
び
に
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
等
が
あ

そ
の
他
の
質
問

❶ 

小
高
区
内
町
な
か
居
住

対
策
は

❷ 

消
防
団
協
力
事
業
所

に
対
し
て
の
対
応
は

❸ 

県
復
興
公
営
住
宅
へ
の

対
応
は

組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

旧
警
戒
区
域
内
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
地
区
の
復
興
組
合

に
委
託
し
な
が
ら
、
農
地

等
の
保
全
に
努
め
る
考
え

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
農
地

管
理
費
を
定
額
助
成
す
る

支
援
制
度
を
活
用
し
て
営

農
の
再
開
や
農
地
の
保
全

を
図
る
考
え
で
あ
る
。

質問を終えて
　震災から３年７ヶ月が
過ぎました。早期の生活
再建と住宅確保に力を入
れるべきである。

若
者
の
帰
還
に
向
け
た

若
者
の
帰
還
に
向
け
た

企
業
誘
致
へ

企
業
誘
致
へ

行
政
区
長
と
の
連
携
を

行
政
区
長
と
の
連
携
を

竹
野 

光
雄 

議
員

小
林 

正
幸 

議
員

旧
警
戒
区
域
内
の
農
地

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま

い
づ
く
り
助
成
に
つ
い
て

一
般
質
問
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人力による屋根ブラシ清掃

く
よ
う
、
要
望
し
て
い
く
。

問　

環
境
省
直
轄
除
染
の

小
高
東
部
地
区
説
明
会
で

環
境
省
は
、「
低
線
量
地

域
だ
か
ら
屋
根
の
洗
浄
は

し
な
い
。
庭
の
表
土
入
れ

替
え
は
し
な
い
。」
と
手
抜

き
除
染
の
説
明
を
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、「
2016
年

３
月
ま
で
に
除
染
を
終
え

る
た
め
に
は
、
今
ま
で
と

同
じ
手
法
で
は
間
に
合
わ

な
い
。」
と
明
言
。

問　

こ
れ
ま
で
国
は
、
除

染
目
標
を
年
間
1.0　

未
満

と
し
、空
間
線
量
で
0.23  

／

h
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
8
月
、
0.6　

／
h
程
度

で
も
「
良
い
」
と
す
る
新

た
な
方
針
を
発
表
し
た
。

　

そ
も
そ
も
被
曝
線
量
は

少
な
い
ほ
ど
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
0.23　

以
下
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
と

言
う
こ
と
は
な
い
。
本
来

は
元
の
大
地
、
元
の
環
境

に
戻
す
べ
き
だ
。
や
む
を

得
ず
0.23　

の
目
標
を
の
ん

で
い
る
。

　

国
の
方
針
転
換
は
本
末

転
倒
だ
。
ど
う
す
れ
ば
0.23

　

を
達
成
で
き
る
か
を
投

げ
捨
て
、
除
染
を
控
え
て

も
い
い
と
す
る
責
任
回
避

で
す
。
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
。

　

市
長
は
、
方
針
転
換
を

し
な
い
事
を
国
に
求
め
て

い
く
の
か
。

答　

今
後
も
除
染
目
標
数

値
を
変
え
ず
に
行
っ
て
頂

　

本
末
転
倒
で
あ
り
、
断

じ
て
許
さ
れ
な
い
。

答　

線
量
の
高
さ
に
よ
っ

て
、
除
染
方
法
は
違
っ
て

く
る
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
た
だ
し
、
全
て
の
地

域
を
除
染
さ
せ
て
い
く
。

に
着
手
、
鹿
島
区
は
28
年

度
、
原
町
区
は
29
年
度
の

運
転
開
始
を
目
指
す
。

問　

教
育
要
覧
で
は
、
平

成
24
年
度
に
は
、
学
校
図

書
館
に
学
校
司
書
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校

教
育
充
実
を
図
る
と
し
て

い
る
が
、
平
成
26
年
度
版

で
は
、
学
校
支
援
員
と
し

て
中
央
図
書
館
よ
り
派
遣

し
て
い
る
。
学
校
内
に
司

書
資
格
を
持
つ
教
諭
を
配

置
す
べ
き
で
は
。

答　

学
校
図
書
館
法
の
改

正
で
、
平
成
27
年
４
月
１

日
よ
り
学
校
に
は
学
校
司

書
を
置
く
努
力
義
務
が
課

せ
ら
れ
る
。
今
後
、
司
書

資
格
の
制
約
も
あ
る
が
努

力
し
て
い
く
。

問　

市
長
の
公
約
で
あ
る

保
育
園
幼
稚
園
の
無
料
化

の
影
響
も
あ
り
、
市
内
で

は
待
機
児
童
が
発
生
し
て

い
る
。
改
善
策
は
。

答　

待
機
児
童
は
９
月
で

13
人
で
、
公
立
保
育
園
の

受
け
入
れ
体
制
を
整
備

し
、
来
年
４
月
再
開
を
目

指
す
。

問　

沿
岸
部
の
大
規
模
太

陽
光
発
電
事
業
及
び
風
力

発
電
事
業
の
事
業
用
地
の

確
保
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
事

業
者
と
の
具
体
的
な
協
議

と
運
転
開
始
時
期
を
伺
う
。

答　

沿
岸
部
の
太
陽
光
発

電
事
業
は
、
来
年
度
当
初

よ
り
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
、
事
業
者
と
パ
ネ
ル

設
置
、
送
電
計
画
の
協
議

を
進
め
て
お
り
、
原
町
東

地
区
は
平
成
28
年
度
、
右

田
・
海
老
地
区
は
29
年
度

運
転
開
始
を
目
指
す
。
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
東
芝
と
は

70
メ
ガ
で
進
め
て
い
る
。

　

風
力
発
電
事
業
は
、
風

車
の
配
置
や
送
電
計
画
を

事
業
者
と
協
議
し
て
お
り
、

平
成
27
年
度
末
か
ら
工
事

質問を終えて
　震災直後は、夢や希望
が消え失せたが、少しず
つ形になって未来が見え
始めてきた。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

設
置
計
画
は

❷ 

先
進
地
に
学
ぶ
学
校
教

育
の
学
力
ア
ッ
プ
は

❸ 

市
街
地
に
防
犯
・
防
災

カ
メ
ラ
設
置
を

そ
の
他
の
質
問

❶ 

仮
設
住
宅
老
朽
化
総
点

検
と
対
策
を
急
げ

❷ 

民
間
借
上
げ
住
宅
の
住

み
替
え
を
認
め
よ

❸ 

学
校
給
食
の
無
料
化
実

現
を

学校図書館支援員
報告書

夢
と
希
望
の
持
て
る

夢
と
希
望
の
持
て
る

南
相
馬
復
興
へ

南
相
馬
復
興
へ

い
い
加
減
な

い
い
加
減
な

除
染
を
許
す
な

除
染
を
許
す
な

小
川 

尚
一 

議
員

渡
部 

寛
一 

議
員

一
般
質
問

学
校
司
書
の
配
置
を

保
育
園
待
機
児
童
対
応
を

急
ぐ
た
め
の
手
抜
き

除
染
は
許
さ
れ
な
い

質問を終えて
　市長は、比較的低線量地
域は手抜き除染で良い、の
姿勢だ。市民の願いに反し
ている。
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